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①R&D 投資、②オープン・イノベーション（OI; Open innovation）、③M&A を比較した際にどれが
有効か、3)外部資源活用が有効であったとして、組織能力の蓄積も含めたメカニズムはどのような
ものか、という研究課題を提示している。 





























者のデータを用いて OI と組織能力の蓄積の関係性を示した点（第 6 章）は、既存研究にはない新奇性
があるといえる。 
 一方で、これらの成果は、製薬企業を対象とした分析にとどまっており、どの程度他の産業に適用で
きるものなのかが明確になっていない。また、OIが有効であるという可能性は示されたが、なぜ OIが
有効であるかという因果メカニズムまでは十分に明らかにされてはない。とはいえ、これらの点は今後
の研究課題として取り組むべきものである。 
 このように、本論文は、いくつかの課題は残されているものの、社会的要請に応えるものであると同
時に、近年関心を高めるイノベーション研究、とりわけ OI 研究において大きな貢献を果たしており、
博士（経営学）を授与するに十分なものと判断する。 
 
【最終試験】 
論文審査委員会による最終試験を平成２８年８月２９日に実施し、全員一致で合格と判定した。 
 
【結論】 
よって、著者は、博士（経営学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
